
高齢者やそのご家族が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、保健・福祉・
医療の面から総合的に支援する地域の相談窓口が、地域包括支援センターです。
ぜひお気軽にご連絡ください。

介護は、誰にとっても突然始まる
可能性があります。だからこそ、
「まだ元気だから大丈夫」と思
える今のうちから、少しずつ備え
ておくことが大切です。

「もしもの時どうしよう」という
漠然とした不安が、「困ったら
ここに相談できる」という具体
的な安心に変わります。

元気なうちから情報を知ること
で、介護予防や医療、将来の
暮らしについて親子で前向きに
考えるきっかけになります。

地域の支援や活動を知ること
で、人とのつながりが広がり、
安心して暮らせる環境や支え
合いの輪が生まれます。
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「地域包括支援センター」
もっと

「安心」に。
高齢者とその家族に寄り添う

親の介護と、どう向き合う？

仕事と介護の両立が難しい 

家族間で役割分担が偏る 

通帳や保険証が見つからない 

手続きに必要な書類が不足する 

本人の同意が得られずサービス利用
が進まない 

詐欺や消費者トラブルに巻き込まれ
る 

●
●
●
●
●
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介護が始まると、次のような悩みが
生じる

ことがあります。

実際によくある困りごと

心にゆとりが生まれる選択肢が広がる地域とのつながりができる
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親子の
未来を、

安心できる未来への３つのメリット

親が元気なうちに、次のようなことを共有しておくと安心です。

かかりつけ医や服薬内容 
銀行口座や通帳の管理状況 
公共料金やサブスクなどの支払い契約 加入している保険 
マイナンバーカードなど重要書類の保管場所 不動産の名義や管理状況 
介護や施設入所、医療に関する本人の希望 ペットの預け先や世話の方法 

▢
▢
▢
▢
▢
▢
▢
▢

事前に確認しておきたいこと

※ 終活（しゅうかつ）とは、人生の終わりに向けて、自分自身の希望や最期に
関する準備を前向きに行う活動全般のこと。
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介護やもしもの時のための準備（終活※）の話題は、親子でも切り出しにくい
ものです。「まだ大丈夫」と話を避けられてしまうこともあるかもしれません。
しかし、買い物や病院の付き添いなどを通じて、少しずつ親の暮らしの変化
や不便さが見えてくることがあります。
そうした不安や気づきを感じた時は一人で抱え込まず、地域包括支援センター
に相談してみてはいかがでしょうか。介護予防の取り組み、介護保険制度の
案内や申請支援、サービス利用に向けた提案まで、幅広くサポートしています。
また、自宅訪問による相談も可能です。
介護は「家族だけで頑張るもの」ではありません。地域の支援を上手に活用
しながら、みんなにとって安心できる形を一緒に考えていきましょう。
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